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◇ 名誉教:授の業績目録 ◇

井 上 俊 教授

(昭和十三年九月八 日生まれ)

井
上
俊
先
生
は
、
昭
和
四
十
年
三
月
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
社
会
学

専
攻
修
士
課
程
を
修
了
、
四
十
二
年
三
月
同
博
士
課
程
を
中
退
さ
れ
、
同
年
四

月
よ
り
京
都
大
学
文
学
部
助
手
、
四
十
五
年
四
月
よ
り
兵
庫
県
立
神
戸
商
科
大

学
商
経
学
部
専
任
講
師
を
経
て
、
四
十
七
年
十
月
大
阪
大
学
教
養
部
助
教
授
に

な
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
五
十
五
年
十

一
月
同
教
授
に
昇
任
さ
れ
た
後
、
五
十
九

年
四
月
大
阪
大
学
人
間
科
学
部
教
授
に
配
置
換
と
な
り
、
以
来
人
間
科
学
科
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
論
講
座
を
担
当
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
八
年
四
月

一

日
付
け
で
京
都
大
学
文
学
部
教
授
に
就
任
さ
れ
ま
す
。

こ
の
間
、
長
年
に
わ
た

っ
て
、
人
間
科
学
部
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ソ
論
や
文
化
社
会
学
の
講
義
、
ま
た
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
の
演
習
、
実
験

実
習
な
ど
を
通
じ
、
広
い
視
野
と
高
い
見
識
を
も

っ
て
学
生
の
教
育
と
指
導
に

当
た
ら
れ
る
と
と
も
に
、大
学
院
人
間
科
学
研
究
科
に
お
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
社
会
学
特
講

・
特
論
、
知
識
社
会
学
特
講

・
特
論
、
文
化
社
会
学
演
習
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
論
特
定
研
究

・
特
別
研
究
な
ど
の
授
業
を
担
当
さ
れ
、

多
く
の
す
ぐ
れ
た
研
究
者
の
育
成
に
当
た
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
東
北
大
学
、

京
都
大
学
、
九
州
大
学
、
奈
良
女
子
大
学
、
金
沢
大
学
、
富
山
大
学
、
熊
本
大

学
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
、
関
西
学
院
大
学
、
同
志
社
大
学
、
神
戸
女
学
院
大

学
、
龍
谷
大
学
な
ど
の
諸
大
学
に
お
い
て
も
、
社
会
学
な
ど
の
講
義
を
担
当
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

先
生
の
ご
専
門
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
論
、
文
化
社
会
学
で
す
が
、
そ
の

研
究
分
野
は
き
わ
め
て
幅
広
く
、
マ
ス
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
、
ポ
ピ

ュ
ラ
ー

カ
ル
チ
ャ
ー
論
、
青
年
文
化
論
、
遊
び
の
理
論
な
ど
、
広
く
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ソ
と
文
化
を
め
ぐ
る
領
域
に
わ
た

っ
て
い
ま
す
。
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井
上
先
生
の
初
期
の
重
要
な
業
績
で
あ
る
青
年
文
化
に
つ
い
て
の
研
究
は
、

六
十
年
代
後
半
以
後
の
青
年
文
化

の
変
容
に
着
目
さ
れ
た
も
の
で
し
た
が
、
青

年
の
価
値
観
、
職
業
観
、
死
生
観

、
対
人
関
係
な
ど
の
角
度
か
ら
、
青
年
の
意

識
と
行
動
に
み
ら
れ
る
特
性
を
社
会
的
諸
条
件
と
の
関
連
に
お
い
て
解
明
さ

れ
、
当
時
の
社
会
学
研
究
者
に
鮮
烈
な
印
象
を
与
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
先
生

の
遊
び
の
理
論
は
、
文
化
の
根
底

に

「遊
び
」
の
要
素
が
存
在
す
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
ホ
イ
ジ
ン
ハ
及
び
カ
イ
ヨ
ワ
の
理
論
を
発
展
さ
せ
、
そ
れ
ま
で
社

会
学
の
重
要
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
ひ
と
つ
で
あ

っ
た
フ
ラ
ソ
ス
の
社
会
学
者
デ

ュ

ル
ケ
ー
ム
の
聖
-
俗
理
論
を
、
聖

ー
俗
-
遊
と
い
う
三
元
理
論

へ
展
開
し
た
も

の
で
あ

っ
て
、
そ
の
後
の
日
本
に
お
け
る
文
化
研
究
の
重
要
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
と

な
り
ま
し
た
。
先
生
の
こ
れ
ら
の
業
績
に
対
し
て
、
昭
和
五
十
二
年
、
優
れ
た

社
会
学
者
の
業
績
に
対
し
て
与
え
ら
れ
る
城
戸
賞
が
授
与
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
井
上
先
生
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
社
会
学
や
社
会
心
理
学
の
基

礎
理
論
の
確
立
に
お
い
て
大
き
な
業
績
を
あ
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
他
方
で
、

マ
ス
コ
、、、
ユ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ソ
の
動
態
や
具
体
的
な
文
化
現
象
に

つ
い
て
、
多
数

の
す
ぐ
れ
た
研
究
を
行

っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
、
従
来
の
社
会
学
が
そ
れ

ま
で
十
分
に
光
を
あ
て
て
こ
な
か

っ
た
大
衆
文
化

・
民
衆
文
化
を
、
理
論
的
か

つ
実
証
的
に
考
察
さ
れ
た
先
生
の
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
お
よ
び
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
論
の
業
績
は
、
学
術
論
文
の
み
な
ら
ず
、
著
書
、
編
著
書

の
か
た
ち
で
ま
と
め
ら
れ
、
今
な
お
多
く
の
社
会
学
者
、
文
化
研
究
者
に
強
い

影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
井
上
先
生
は
、
近
年
、
日
本
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
未
開
拓
で
あ

っ

た
ス
ポ
ー
ツ
社
会
学
研
究
の
分
野
に
お
い
て
、
そ
の
推
進
者
と
し
て
の
活
動
を

開
始
さ
れ
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
と
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
の

歴
史
的
研
究
や
、
伝
統
武
術
の
近
代
化
な
ど
に
つ
い
て
多
数
の
研
究
業
績
を
生

み
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

井
上
先
生
の
活
動
は
、
国
際
的
な
領
域
に
も
幅
広
く
及
ん
で
お
り
、
昭
和
五

十

二
年
四
月
よ
り
二
年
間
、
米
国
イ
リ
ノ
イ
大
学
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員

助
教
授
を
務
め
ら
れ
、
当
地
で
大
学
院
学
生
を
中
心
と
し
た
指
導
研
究
に
あ
た

ら
れ
た
の
を
始
め
、
人
間
科
学
部
に
お
い
て
も
、
多
数
の
留
学
生
教
育
を
担
当

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
米
の
研
究
者
を
軸
に
し
た

「近
代
日
本
の
伝
統
の
発

明
」

へ
の
参
加
を
始
め
、
国
際
的
な
学
会
や
シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
参
加

・
報

告
も
積
極
的
に
行

っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

学
会
活
動
に
お
い
て
も
、
日
本
社
会
学
会
学
会
誌
編
集
専
門
委
員
、
日
本
社

会
学
会
研
究
活
動
委
員
会
委
員
、
日
本
社
会
学
会
理
事
、
関
西
社
会
学
会
委
員
、

な
ど
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
平
成
三
年
、
社
会
学
と
体
育
学
の
研
究
者
の

学
際
的
学
会
と
し
て
新
た
に
設
立
さ
れ
た
日
本
ス
ポ
ー
ツ
社
会
学
会
の
初
代
会

長
に
選
出
さ
れ
、
こ
の
分
野
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
も
、

日
本
社
会
学
会
庶
務
理
事
、
関
西
社
会
学
会
常
任
委
員
と
し
て
、
日
本
に
お
け

る
社
会
学
の
発
展
の
た
め
に
活
動
を
継
続
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
大
阪
大
学
内
に

お
い
て
は
、
人
間
科
学
部
図
書
委
員
長
や
人
間
科
学
部
紀
要
編
集
委
員
長
な
ど

を
務
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
学
生
生
活
委
員
会
委
員
、
大
学
審
議
会
委
員
会
委

員
、
開
放
講
座
運
営
委
員
会
委
員
、
図
書
館
委
員
会
委
員
、
制
度
委
員
会
委
員
、

入
学
試
験
委
員
会
委
員
、
入
学
試
験
制
度
委
員
会
委
員
、
教
育
課
程
等
協
議
会

委
員
、
自
己
評
価
委
員
会
委
員
、
評
議
員
、
全
学
共
通
教
育
機
構
教
育
方
法
研

究
部
長
な
ど
を
務
め
ら
れ
、
大
阪
大
学
の
運
営
と
発
展
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
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ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
井
上
俊
先
生
は
、
ま
さ
に
日
本
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
お
け
る

重
鎮
と
よ
ぶ
に
相
応
し
い
実
績
を
備
え
た
方
で
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
同
時

に
、
社
会
学
者
の
み
な
ら
ず
知
識

人

一
般
に
と

っ
て
、
同
時
代
の
注
目
す
べ
き

一
人
と
し
て
現
在
形
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
研
究
者
で
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ

う
し
た
方
と
こ
れ
ま
で
同
じ
時
間
、
同
じ
場
所
を
共
有
で
き
た
こ
と
は
馬
我

々

皆
に
と

っ
て
僥
倖
で
あ

っ
た
と
思

い
ま
す
。

業績目録273



主

要
業
績

[著
書
凵

『
死
に
が

い
の
喪
失
』
筑
摩
書
房
、
昭
和
四
十
七
年

『
遊
び

の
社
会
学
』
世
界
思
想
社
、
昭
和
五
十

二
年

『
遊
び
と
文
化

i
風
俗
社
会
学
ノ
ー
ト
』

ア
カ
デ

ミ
ア
出
版
会

、
昭
和

五
十

六
年

『
悪
夢

の
選
択
ー
文
明
の
社
会
学
』
筑
摩
書
房

、
平
成

四
年

[
共
著

・
編
著
]

『
テ
レ
ビ
番
組
論

ー
見
る
体
験

の
社
会

心
理
史
』

(
共
著

)
、
読
売

テ
レ
ビ
出
版
局

、

昭
和

四
+

二
年

『
講
座

コ
、、、
ユ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ー
/

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ソ
思
想
史
』

(
共
著

)
、
研

究
社
、
昭
和

四
十
八
年

『
動
詞
人
間
学
』

(共
著
)
、
講
談
社

、
昭
和

五
十
年

『
現
代
社

会
学
入
門

・
第

2
版
』

(共
著
)
、
有
斐
閣
、
昭
和

五
十

}
年

『う

そ
の
社
会
心

理
』

(共
編
著
)
、
有
斐
閣
、
昭
和
五
十
七
年

『
地
域
文
化

の
社
会
学
』

(編
著
)
、
世
界
思
想
社
、
昭
和
五
十
九
年

『
命
題

コ
レ

ク
シ

ョ
ン
社
会
学
』

(共
編
著
)
、
筑
摩
書
房

、
昭
和

六
十

一
年

『
風
俗

の
社
会
学
』

(編
著
)

世
界
思
想
社

、
昭
和

六
十

二
年

『
社
会
学
入
門
』

(共
著

)
放

送
大
学
教
育
振
興
会
、
昭
和

六
十

三
年

『
講
座

。
転

換
期
に
お
け

る
人

間

}
0
/

文
化

と
は
』

(共
著
)
、
岩
波
書
店

、
平
成

元
年

『
人
間
科
学

へ
の
招
待
』

(共
編
著
)
、
有
斐
閣
、
平
成
四
年

『
現
代
文
化
を
学
ぶ
人

の
た
め
に
』

(編
著
)
世
界
思
想
社

、
平
成

五
年

『
改
訂
版

社
会
学
入
門
』

(共
著

)
、
放
送
大
学
教
育
振
興
会

、
平
成

五
年

『
岩
波
講
座

.
現
代
社
会
学
』
全

二
六
巻

(共
編
著
)
、
岩
波
書
店
、
平
成
七
年

1

(刊

行
中
)

[訳
書
]

M
&
C

.
W

.
シ
ェ
リ

フ

『
準
拠
集
団
』

(共
訳
)
、
黎
明
童
旦
房
、
昭
和
四
十

三
年

J

.
B

・
メ
ー
ズ

『
わ
れ
ら
み
な
犯
罪
者

か
』

(
共
訳
)
、
雄
渾
社

、
昭
和

四
十

四
年

D

.
マ
ー
チ

ン
デ

ー
ル

『
現
代
社
会
学

の
系
譜
』

上

・
下

(共
訳
)
、
未
来

社
、
昭
和

五
十
年

-
五
十

一
年

D

.
W

・
プ

ラ
ー
ス

『
日
本
人

の
生
き
方
』

(共
訳
)
、
岩
波
書
店
、
昭
和
六
十
年

R

.
コ
リ
ン
ズ

『
脱
常
識

の
社
会
学
』

(共
訳
)
、
岩
波
書

店
、
平
成
四
年

[論
文
]

「
大
衆

文
化
-
映
画

の
社

会
学
」
仲
村
祥

一
編

『
現
代
社
会

学
ノ
ー
ト
』
汐

文
社
、

昭
和
四
十
年

「
〈
恋
愛
結
婚

〉
の
誕
生

-
知

識
社
会
学
的
考
察
」

『
ソ
シ
オ
ロ
ジ
』

第
十

二
巻
第

四

号
、
昭
和
四
十

一
年

「
大
衆
社
会

1
そ
の
社
会
構
造

と
精
神

構
造
」
作

田
啓

一

・
日
高

六
郎

編

『
社
会
学

の
す
す
め
』
筑
摩
書
房
、
昭
和

四
十
三
年

「
個
人

.
集
団

・
全
体
社
会
」

(
共
著
)
作

田
啓

丁

日
高
六
郎
編

『
社
会
学

の
す
す

め
』
筑
摩
童
旦
房
、
昭
和

四
十
三
年

「
マ
ス

.
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
に
お
け

る
近
畿

圏
」

(共
著
)

『
近
畿
圏
』
鹿
島

出

版
会
、
昭
和
四
十
四
年

「文
化
社
会

学
的
遊

戯
論
の
展
開
」
『
神
戸
商
大
人
文
論
集
』
第

六
巻
第

一
・
第

二
合

併
号
、
昭
和

四
十

五
年

「
遊
び

の
思
想
」
『
別
冊
経
済
評
論
』
第

七
号
、
昭
和
四
十
六
年

「
青
年

の
文
化
と
生
活
意
識
」
『
社
会
学
評

論
』
第

二
十

二
巻
第

二
号
、
昭
和
四
十
六

年

「
ゲ
ー
ム
論
」
仲
村
祥

一
編

『
現
代
娯
楽

の
構
造
』
文
和
壼
旦
房
、
昭
和
四
十
八
年

象
O
鼻

霞
⑦

ユ
Φ

冨

U。
毒

。
ωω
Φ

伍
p
匿

δ

冒
弓
8

α
、四
且
o
彗
免
ピ

凶旨噂
∪
同
O
O
国
Z
煙

它

9
◎o
餅

H
㊤
刈
ω
●
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「
H

・
D

・
ダ

ソ
カ

ン
の

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
論
」
『
年
報
社
会
心
理
学
』
第
十
五

号
、

日
本
社
会
心
理
学
会
、
昭
和
四
十
九
年

「
価
値
と
制
度

-
聖

・
俗

理
論
を

め
ぐ

っ
て
」
『
社
会

学
講
座
2
/

社
会
学
理
論
』
東

京
大
学
出
版
会
、
昭
和
五
十
年

、.目
冨

H
o
ω
ω
o
h
竃
鐔
巳
罐

ぎ

U
8
曁
5

6
冨

冒
b
譽

ぎ
け奠
娼
δ
け
9

<
9

P

Z
o
・ρ

μ
ゆ
¶
伊

「
日
常
生
活

に
お
け
る
解
釈

の
問
題
」
仲
村
祥

一
編

『
社
会
学
を
学

ぶ
人

の
た
め

に
』

世
界
思
想
社

、
昭
和

五
十
年

「
芸
術
社
会

学
の
形
成

ー
H

・
テ
ー

ヌ
を
め
ぐ

っ
て
」
河
野
健

二
編

『
フ
ラ

ン
ス

.

ブ
ル
ジ

ョ
ワ
社
会
の
成
立
』
岩
波
書
店

、
昭
和

五
十

二
年

、.目
けΦ
鑓
&

o
房

彎
伍

ぎ
け興
噂
話
雷
菖
自
ω
ぎ

国
く
奠
旨

鎚

ピ
一hΦ
"."
ω
ε
a
①
ω
ぎ

紹

ヨ
ー

げ
oぽ

ぎ
8
螽
o鉱
o
尸

く
o
ピ
ω
矯
一》
一
勺
お
。。ρ

一り
Q。
ρ

.、目
冨

≦

o
ユ
侮

o
h

O
9
日
o
ω
..℃
ω
葺
巳
①
ω

ぎ

窪
Φ

国
β
目
p
巳
二
〇
の

帥
巳

ω
0
9
巴

ω
9
0
ロ
8
ρ

<
o
ド
bQ
P

O
芻
犀
9
d
巳
く
興
o。
詳
ざ

H
㊤
Qo
ド

「
悪

夢
の
選
択

ー

コ
ン
ラ

ッ
ド

『
闇

の
奥

』
に

つ
い
て
」

『
現
代
社
会
学
』
、
第
八
巻

第

二
号

、
講
談
社
、
昭
和
五
十

六
年

「
文
化

の

〈
日
常
化

〉
に

つ
い
て
」
『
社
会
学
評
論
』
第
三
十

四
巻
第

二
号
、
昭
和

五

十
八
年

「
生
活
世
界
と

ド

ラ
マ
」
塩
原
勉

編

『
社
会
学

の
理
論
∬

1
歴
史
的

展
開
』

日
本
放

送
出
版
協
会

、
昭
和

六
十
年

、5

0
『
9
8

0
h
ヨ

αq
耳
ヨ
母

oの
.."
ω
ε
&
o
の
匿

ω
毒

げ
&

o
ぎ

8
『帥
o
ま

P

く
9

①
こ

b
一

勺
話
ω
ρ

μ
㊤
◎Q
9

「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ソ
の
は
た
ら
き
」
下
河
内
稔
編

『
「
脳
力
」

を
育
て
る
』
大
阪

書
籍

、
昭
和
六
十

一
年

「
老

い
の
イ
メ
ー
ジ
」
鶴
見
俊
輔
他
編

『
老

い
の
発
見

2
/
老

い

の
パ

ラ
ダ

イ
ム
』
、

岩
波
書
店
、
昭
和
六
十

一
年

「
ス
ポ

ー
ツ
と
社
会
学

理
論
」
『
体
育

・
ス
ポ

ー

ツ
社

会
学
研
究
』
第

六
号
、
平
成
元

年

「
情
報

化
と
生
活
意
識

の
変

化
」
野
村
雅

一
編

『
情
報
と

日
本
人
』
ド

メ
ス
出
版
、

平
成
四
年

「
〈
武
道
〉

の
発
明
」
『
ソ
シ
オ

ロ
ジ
』
第

三
十

二
巻
第

二
号

、
平
成

四
年

「
ス
ポ

ー
ツ
社
会
学

の
可
能
性
」
『
ス
ポ

ー
ツ
社

会
学
研
究
』
第

一
巻
、

日
本

ス
ポ
ー

ツ
社
会
学
会
、
平
成
五
年

「
武
道

の
デ

ィ
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る

〈
自
然
主
義
〉
」
浜

口
恵
俊
編

『
日
本
型

モ
デ

ル

と
は
何
か
』
新
曜
社
、
平
成
五
年

「都

市

1
装
置

と
イ
メ
ー
ジ
」
大
峯

顕
他
編

『
地

域
の

ロ
ゴ

ス
』

世
界

思
想
社

、
平

成
五
年

「
う
そ

の
社
会
的

効
用
」
木

下
富

雄

・
吉

田
民

人
編

『
記
号
と
情

報

の
行
動
科
学
』

福
村
出
版
、
平
成
六
年

他
に
、
書
評
、

エ
ッ
セ
イ
、
辞
典
項

目
な
ど

。
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